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学校運営協議会 
委員⻑  佐 藤  順 

学校に関わる保護者や地域の意見を学校運営に生かす取り組み、それが「コミュニティースクール」です。
学校運営協議会委員を通して保護者・地域の声を学校に届け、保護者・地域・学校が一体となって子どもを育
んでいきます。みなさまのご意見を、ぜひお近くの学校運営協議会委員までお知らせください。 

 
〇令和６年度学校運営協議会委員の紹介 

 学校運営協議会委員  ※◎印：委員⻑ ○印：副委員⻑ 
 ・地域 … ◎佐藤 順氏(元校⻑)  ○中田美保子氏（地域代表） (以下 50 音順) 

五日市淑子氏（地域代表） ⼩保内威彦氏（ＰＴＡ会⻑）  
工藤博幸氏（地域代表）欠席  生内雄⼆氏(同窓会⻑) 欠席  田中一也氏（地域代表 新任） 
野崎芳宏氏(地域代表、元ＰＴＡ会⻑) ⼾来千秋氏（地域代表）欠席  

 ・学校 … 中野善⽂校⻑  ⼤道篤史副校⻑  土谷聖子教務主任  渡邊達郎生徒指導主事 
  

〇令和６年度 第１回学校運営協議会報告 
★日 時  令和６年５月１１日（土） １３時００分〜１３時４０分  
★場 所  ⼆⼾市⽴福岡中学校校⻑室 
★内 容  学校運営協議会委員の委嘱（辞令交付） 

今年度の学校経営についての協議 

★協議の詳細 
（１）令和６年度福岡中学校学校経営について  学校⻑から説明（まなびフェストについては裏面参照） 

・部活動と地域移行について  生徒には部活動、または地域クラブ団体のいずれでもよいが、熱中できる
ものに取り組んでほしい。部活動の地域移行の課題としては、指導者の確保、謝金の問題、練習場所の確保
と移動方法などがあげられる。なお部活動については保護者会や地域の指導者、または部活動指導員の協力
を得て進めていきたい。 

  ・地域との関わりについて  
 復興教育の観点から学校が地域貢献できることにも取り組みたいと考えている。 

（２）今年度の方針・生徒の学校生活の様子について 

① 学習面：教務主任から説明 
 ・まなびフェストの「自主学習に取り組む生徒の育成」のために見通しをもって自学に取り組めるように個

人の学習計画を各学年で工夫して取り組んでいる。 

② 生活面：生徒指導主事から説明 
  ・今年度「生徒の意欲を高める生徒指導」と「応援される福中生」をテーマに取り組んでいる。 

・不登校・不適応生徒については様々な機関や関係団体と協力し、解決を図っていく。またコンピュータ室
を改良してサテライトルームとし、リモートで授業を受けたい生徒のために活用している。 

・生徒指導上の諸問題について、今年度から初動記録を活用し、職員間で情報の共有化を図っている。地域
の皆様の支えをいただきながら、福岡中の生徒指導がより良いものになるように推進していきたいと考え
ている。 

★質 疑 
Ｑ．中田副委員⻑  1 日当たり 5 人程度がサテライトルームを利用しているようだが、その生徒は何年生が多
いのか。 
Ａ．副校⻑  ３年生の利用者が多くなっている。 
 

コミュニティースクールだより 



★ご感想・ご意見 
Ｏ．⼩保内委員  昨年度、学校での問題行動について、後からうわさで耳に入ることが何度かあったことが気
になった。学校には連絡したが、そのあと保護者に情報が流れてこないというのが気になることだ。うまくいく
情報の伝達を考えていただきたい。地域連携については今年もお祭りが新人戦と重なるため、出られない人が多
くなるのが残念だが、中学生と地域がつながっていくモデルケースについて模索していただきたい。 

Ｏ．五日市委員  今日の体育祭では、３年生が最後の１年間にかける思いがすごく伝わってきた。これからの
行事も下級生を引っ張ってくれるだろうと想像できた。こういうのを見る機会がなかなかないので、良い思いを
させていただいた。 

Ｏ．中田委員  同じく体育祭の感想だが、ちょっとした場面で３年生が 1・２年生をなだめる姿がみられ、う
まくいっているんだなと感じたところだ。地元の学校なので福中生が頑張って、地域になければならないという
⽴ち位置であることを期待している。 

Ｏ．野崎委員  自分の息子の中学校時代は、コロナ１年目だったために体育祭も制限のある中で工夫してやっ
てもらったが、久々に何の制限もなく、⼤勢の観客がいてよかったと感じた。／「こども食堂」などを地域でや
らせてもらっているが、中学生に声をかけてもよいかわからないので、相談させてもらいながら進めていきたい。
福中が地域から愛される学校としてやってもらえるように協力していきたい。 
〇佐藤委員⻑  「地域に飛び出していく福中生」という意識がまだ少ない。コロナ下の中で縮⼩・削減された
活動が多かったと思うが、実際に地域に支えられている部分も⼤きい。恩返しの意味でも中学生が地域のために
できることを考えていくことは⼤切なことと考える。 
（３）その他 

■委員の交代について  昨年度まで⻑く委員を務めていただいた舘林克典さん（地域代表 御返地）に代わり、
田中一也さん(地域代表 御返地、保護者) が新たに委員に就任されました。 

 
 
 
 
 


